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本市におけるプラスチックごみ削減に向けた主な取組の進捗状況について（令和元年７月） 

 

１ ペットボトルの削減 

⑴ マイボトル推奨店の拡大【今年度：新規登録１事業者,１５店舗】 

協議を重ねてきた結果，新たに株式会社ドトールコーヒー（ドトールコーヒーショッ

プ，エクセルシオールカフェ）が，マイボトル推奨店舗に登録することとなった。 

（平成３０年度末１５事業者，２４２店舗→１６事業者，２５７店舗） 

⑵ 市民・観光客等への情報提供 

・ マイボトルの利用機会を拡大するため，京の水飲みスポット（上下水道局），公園（建

設局），区役所等の公共施設で給水できるスポットを網羅して情報提供する。 

・ 旅館・ホテルや観光地等にＱＲコードを設置し，マイボトル推進店舗，給水スポット，

食べ残しゼロ推進店舗（飲食店），２Ｒ行動ガイド「しまつのこころ得」等へのアク

セスを強化する。 

⑶ 先進的取組の実施に向けた検討・調整 

別添１参照 

 

２ レジ袋の削減 

⑴ 事業者との協働 

・ レジ袋の削減に係る食品小売店やコンビニ等の店頭での啓発キャンペーンを実施す

る。 

  

・ 東京オリンピックを踏まえ，環境大臣がレジ袋有料化義務化を表明したことを踏まえ，

法制化に向けた国の動きを注視しつつ，市民及び事業者が円滑にレジ袋有料化に対応

できるよう，小売業界と協働した取組を進めていく。 

⑵ 市職員による率先垂範 

・ 市役所や各区役所・支所の庁舎出入口において，昼休みや出勤時に，レジ袋の受取辞

退等の周知・啓発を行うとともに，レジ袋の使用状況をモニタリング調査している。 

  

【資料４－１】 
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・ 上記に加え，市職員約 1,100人を対象としたアンケート調査を実施し，レジ袋の受取

辞退状況等を把握するとともに，その調査結果を市職員に対して周知し，啓発及び意

識・行動の変化の追跡を実施している。 

・ 使い捨てプラスチックの使用抑制等に関する記事を盛り込んだ市職員向けメールマ

ガジン「さすてな通信」を毎月配信している。（別添２参照） 

 

３ 周知・啓発の徹底 

・ 市民や事業者向けのチラシ，２Ｒ行動ガイド「しまつのこころ得（プラ編）」（資料４

－２参照）等の啓発物を作成し，イベントや地域学習会「しまつのこころ楽考（がっ

こう）」等で活用する。 








